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はじめに

練大悲 (1887β.15-1944.8.19)は1910年代後半から「愛美劇(アマチュア

i資産11)J を提~n還し、中国初の近代演劇の教湾機関である北京人芸戯劇専門学校

を創設した人物として知られている。五四時期にはアマチュア演劇である学生

演劇が北京で活発となったが、それは五間以前の職業演劇である文明戯が堕落

し、商業演劇への批判が高まったこと、五回により新劇の創生を求める動きが

活発化したことによる 3 職業演劇は商業性を追求せねばならず、それが謹落の

慰問とされ批判を受けた。陳のアマチュア演劇の提唱と実践は、北方の学校に

おける演藤IJ教育の先駆ともなる活動であり、話劇における演劇教育が学校とい

う枠組みの中に取り込まれアマチュア化していく過程を知る重要な手がかりで

もある。

中国でのアマチュア演劇に関しては、提唱者の際大悲以外に語られることは

なく、際大悲という人物についてもアマチュア演劇を提唱した 1920年代以降

はあまり知られていない。中関話劇史におけるアマチュア演劇は、北方におい

ては学生演劇として発展し、後にそれは専業性の高い演劇教育機関に統合され

ていくつ本縞では、中間でのアマチュア演劇論がなぜ台頭してきたのか、また

その後アマチュア演劇が学校演説と関連しながらどのように進展していくのか

という問題について考察するため、まず陳により提唱されたアマチュア演劇の

誕生する経緯を辿り、アマチュア演劇と五回運動時期に活発であった学生演劇

活動との関連性を指摘したい。

1 .五回運動までの陳大悲の活動

i凍大悲は本名をi凍聴奔といい、筆名に大悲、踊公などがある。陳に関する先

行研究には f際大悲研究資料~ (韓日新編 中国戯劇出版社 1985年)があり、

これを基に煉の経涯を追ってみたい

出身は誌Ir江省杭県で、祖父は上海租界の承審員(1) 父は上海集長であり裕
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福な家庭にi寄った。 1908年には蘇外!の東呉大学に入学する。このi時期に文明

戯を知り校内で演劇活動を開始するが両親の反対に泣い、 19115~三には家庭や

大学を離れ上海で任天知の率いる文明戯部体進化問に加入し文明戯NI:優となる 0

1912年に紹興戯院で『武霞蜂起』や『黒奴鍛天録』を上演し"天下第

旦"の称号を得、また長縞の『中国i披露IJ界とれ?洋戯j去り'[-，D を新聞に発表した。

1912年秋に進化問が解散すると、長江流域で文明戯を上演し 1914年に Wy良

子@頭』を、 1916年に『美人主IJ新車Iln を創作した。 1918年に演劇の勉強のた

め日本に渡り 1919 年春に帰国。北京で、蒲11~英ω と知り合う。この時期北京

の大学などでj実離を教える。 1921 年 5 月には沈j従体、徐主i付帯、 i玖陽予信、薬I~

振鍔、 j王{中賢、熊仏西らと民衆長支援IJ社を総織した。ア 7マチュア演劇を提lll~ し、

「愛美的戯劇(アマチュア演劇)Jを『震報』に連載{ヘ 1921

陳情巣らと北京業¥験j主主劇を組織し、 1922年に謂と共に民衆劇社を母:

体とする新中華戯劇協社を立ち上げる。同年冬に人芸戯劇専門学校を議1]設し、

教務主f壬となったが、翌年解散。この学校の失敗により以後劇作や翻訳などを

し、 1928年には南京国民政府外交きl)gEHHtfJ科長となっている。 1930年に外交

部を離れ小説の執筆などを行い、 1935年には潜公民の率いる上海産IJI涜楽劇研

究所説所長となるは¥1936年夏には南京で新華!剥社を組織するが再び上海に

戻り峡厨創作へと転じた(日。 30年代の主な活動として他に“観者戯"という

ラジオ劇を始めたことを挙げておく。 1936年から 1937年の11号、 i諌大悲が没

したという記事が目立ち州、演劇界やlJ央臨界での賠場所を無くしつつあっ

た擦にとってラジオ彦IJが唯一の活動の場となった。 1940年には再び外交部に

戻担、後に武漢で中日文化協会湖北分会第五組主任幹部となり、演車IJ、u央訴、

歌曲などに携わる活動を行った。 19，14年に病死(…説に毒殺とも)している。

際の経歴の中で、詳五IlJが不明なのが「演説の研究のため日本留学 (1918年

帽1919年春)Jという期間である。日本には一年ほど滞在したというが、その

関の足跡は掴めない。帰i盟後の1919年に日本人の文章を二篇翻訳しており、

それを上海の新開に掲載している。そのこ篇が桑木!援護 (1874-1.946)作

『解放的哲学n(1919年8月訳、上海『民間日報』開刊8月291ヨ9月41ヨ連

載)と佐野学(1892-1953)作『労働者運動之指導原理n(1919年9月訳、『覚

悟n9月14日掲載)である。このうち桑木の文章は日本語の原文が未詳であ

るが、佐野の方の原文は大正八年八月に雑誌、『解放』に掲載された『労働運動

の指導倫理』であろう。この二篇は演劇とは無関係な共産主義系の論文で、あり、

果たして陳が演劇のために iヨ本に留学したのか疑問が残る。 1919年には他に
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がj三人か』という小説を、年 1920年には『良心~ (5幕露1))、t英雄と

人~ (5 幕劇)、 1921 年には WIÝ~際女 (5 幕j家IJ) を執筆している。

2.民衆戯E副社(1921年5月)とアマチュア演劇の提唱

帰国後の燥がその活動を開始したのは、 1921年5月に組織された民衆戯露1]

社においてであった。同社は中間初の本格的な新劇雑誌、 W)戯劇JJ(7iを刊行した。

朱双震の『新露IJ 史~ (新劇小説全1: 1914年)によれば、民衆戯彦fJ社のi奇人であ

る在仲援はかつて文明戯で活躍し、演劇団体文友会や開明I.IJ社、そして任天知

の創設した演劇学校である通銀学校に参加した人物である。辛亥:革命時期には

練と i可じ進化問にも加入した。在1*~安は WB寺事新報・脊光~ ffilJlfJの栴ーを通じ

11寺『小説jヲ守護』の主編を務めていた沈)確付くと ~Q り合ったといい刷、そこで

新劇関体を立ち上げる案が生まれた。これが民衆戯劇社で、ある。民衆戯露IJ社は

「非営業性質であり、芸術的新車1]を提唱するj という宣言にあるように、その

モデルとしてロマン・ロランの民衆舷劇を念頭に置いたものであった制。第

l巻第2号において際の「愛美的AMATEUR戯劇 uW非職業的戯長lJ)Jが掲
載されアマチュア演劇老宣伝した。「我々の現在の演劇はどのようなものであ

ろうか。“教fとa守な娯楽"といった立}班点から観察すれば、“演劇"と克なすに

は不十分ではなかろうかの良心ある見識者は、おのずと見てとれるであろうか

ら、これ以上のことは言うまい。J(]Ol陳のこの言葉には、当時の演劇即ち文明

る不満が表れている。職業演劇で高業主義に翠落した文明戯には不十

分であった「教化的な娯楽Jという側揺が当時の新劇には要求された。社会を

教化ョ蒙する役割を演劇が担うことを期待されていたのである。その役割を

す f教化的な娯楽Jを実現可能とするのが教化された役者である学生によ

り演じられるアマチュァ;寅劇であった。

民衆戯劇社はその後、 1922年1月に改組され、 i凍大悲は蒲伯英と新中華戯劇

協社を組織する。これに伴い機関誌『戯劇』の編集を上海から北京に移転させ

ている。徐慕繋の『中沼戯劇史~ (世界書局 1938年)によれば、

際大悲が愛美劇を提唱した後、北京の蒲伯英と中華戯豪IJ協社を組織し、国

内の481主体の社員合わせて二千人以上が参加した。その勢力は甚だ広大で

あり、数年以上にわたり維持し続けた。その上何度も公演を行い、脚本はみ

な陳大悲の自作であり彼が演出、上演も行った。例えば幽蘭女士、英雄と美

人、良心等である。俳留の多くは清華大学、北京高等部範、北京女子高等師

範の学生であり、その他各地各校でも際大悲の脚本が上演された。当時女子
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高等師範の『孔雀東高に飛ぶ』はHj色であったolii)

とあり、 i凍大悲の提唱したアマチュア演劇と北京の学生演劇との関連性が指摘

されている。 i喋と学生演劇の IW~連性については次節で詳細を述べ、本節ではま

ずi喋の提唱したアマチュア演劇の由来について考察していく。

!凍大悲がアマチュア演劇の参考としたのは、主に以下の 31mである。

① Sheldon Cheney‘The Ne¥v Movement in the Theat同 (MitcheJl

Kennel噌1ey，Nev'l York. 1914) 

② Emerson Taylol二PracticalStage ・forAmateurs A 

Handbook fOl勾 ArnateUl情 Managel、and Actors (E.P.Dutton and 
Compan，Y. Ne¥N York， 1916) 

③ ¥ViHiam Lyon The T¥，ventieth Century Thea七問 (The 

Macmillan Compan)三NewYorl'I.， 1918) 

その他に 4 、 5 語の参考書:がある(12)。練の著作『愛美的戯j芸IJ~ と上記の三冊

を照合してみると、②のアマチュア演劇の実践撃が中心となったことが判明す

る。 f私はまず先に専ら f愛美的舞台実施法~ (筆者注ー②のヰti認詑タイトル)

を訳そうと思う。なぜ、ならこの蓄はアメリカ人の書いたものであり、 Ji:t留の状

況とは大いにそぐわない部分が多いが、人様の先進!認の演説書:を基礎とするに

如かず、中i蛮人のために常識を詮入し限前の実用の警として禰むのに比較的収

穫があるからだ。よって書中では共通有用な理論及び方法を採用するj;)、外は、

その大部分は我が閣の演劇界の現実状混に即して述べたものであり、その中に

は弊病あるいは無遠慮で人を臨める部分もあるが、どうか読者のお詳しを襲う

ばかりである"J(3) と本人が述べるように、②の目次と棟の『愛美的戯車IJ~ の

自次を比較すれば、その章立てがほぼ開じであることが分かる。②の悶

7章(1. lntroductory ll. The Choice of a Play m. Organization IV. 
ReheaJ司sing V. The AmateUJ勾 Actor's A-B帽C V1. Make -Up YlT. The 

Stage and The Scenery)から成る。 i壊の『愛美的戯劇』は全8章(第一章

概論、第二章 劇本選択の討論、第三章 アマチュア演劇社組織法、第四主主

アマチュア演劇リハーサル法、第五章 演劇人必携の資産、第六章 アマチユ

ア化粧街、第七章 アマチュア舞台とセット、第八章結論)で構成されてい

る。

結論以外の一章から七主主までのタイトルは②と向じであり、②が陳の愛美劇

理論の基本的な参考書:であったことが指摘ーできょう。ただ内容面では②とは異

なり、 i凍はi中国の状況をふまえて論を進めている。
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②はこの『愛美的戯蕗IJ~ 以外にも、 i凍が『戯劇 ABC~ (農報社 1922年)を

執筆する際にも大いに参考としている。②の第五章であるTheAmateur 

Actor' s A-B-O をそのまま WJ.披露IJABO~ という本のタイト J t"に使用し、②の

第6章のMake upの各節を『戯劇の第十三章「化粧の方法J 以下で

も]玖りj二げている(14)。

!坊によるアマチュア演劇の提唱は、これら参考書に依拠する部分が多く、全

くのオリジナルというものではないのしかし、先にも述べたが、この時期にア

マチュア演劇を提唱したのは、文明戯に象徴されるように墜落した商業競劇に

対する反省と、商業演劇に染まらない新劇を担う人材の育成が必要とされてい

たためだ。それを実現するためには、指針となる依るべき演劇指導蓄が不可欠

であり、 i凍の『愛美的戯露IJ~ はオリジナリティは薄いとはいえ、当時としては

需要があり意義あるものであったり

ではi凍が考えるアマチュア演劇とはいかなるものだったのか。

「愛美 1~'1 J という文字は、ラテン認の Amatorに由来し、意味は美を愛す

る人で、ある。フランス語のAmateurの意味は芸術を愛しそれを生活の穫

としない人のことである。(中!日告)凡そ自由にある寵の芸術を研究する者

を愛美的と蓄えよう、例えば愛美的写真家、愛美的彫刻家、愛美的商家の

類のようにつ(中略)愛美的戯劇は、説明するまでもなく、アマチュアの

演じる演劇のことだ。愛美的戯魁の椙対する語は職業的戯劇である。どの

も愛美的戯劇の出現は、職業的戯露lJに対抗してのことであるl>(15) 

と『愛美的戯議IJAで語るように、際にとってのアマチュア議劇は文明戯や伝統

劇のような職業演劇に栴対する概念であり、そして芸術のための演劇であった。

そのため漬劇を職業としない人間で、あるアマチュア演劇人が存在する場、アマ

チュア演劇を実践する場として、大学などの学校の倶楽部活動としての新劇屈

がふさわしかったのである。学生はアマチュア演劇の主導者となり、良き実践

者であった。

3.学生演劇活動と陳大悲の関係

!壊は 1921年ごろから北京各校(北京大学、 i喬華大学、北京女子高等師範

等)で演劇を教授していた。『農幸&A~こよれば 1921 年 5丹に清華大学の学生が

『良心』を上演している。その後11月に民衆戯劇社を組織した後、李健吾、!療

u蓄率、封吏模、何玉書、劫荷[題等と北京実験劇社を組織し、「愛美劇j の提唱

と実践を行った。
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i諜がアマチュア演劇の実践の場として学校演劇にどう関与していたのか、以

下に北京大学との関係を中心にみていきたい。資料として『北京大学日干IUに

掲載された記事を慕にする。

1922年3月4日に「北京学界戯)諮問志社革挙J という記事がみえる (](i)0 r研

究と実行の精神を以て、 i寅尉芸術を向上させることを主旨とする」、「凡そ北京

学界の演劇芸術に対し研究と実行の精神を持つ者は等しく社員の資格を

る」、「中国未来の演劇を研究創造し、世界のi配当なる演劇の紹介と中国人の人

生をーに合わせるJことを職務とした戯劇向志社は総務部、劇務部、編集部の

三総織に分かれ、発起人は徐廠i謡、五i女、 j凍願速の三名であった。

同月 11臼には、今度は「愛美の性露、実'験の精神で、芸術の進歩を謀るこ

と」を主旨とする「北京大学戯劇実験社簡章J(17)が揖載される。また 20日に

なると今度は「平民訴社啓事」が掲載されている (]8)。この務事により

!郭社Jは「北京学界戯劇i司志社Jが改組され成立したことが分かる。連絡人と

して「北京学界戯劇向志社j の発起人王汝の名前を挙げであることからも両社

の関連性は明確である。

3月29誌になると、「平民学校瞥事j として 4)::J1呂、 21ヨの遊戯F会の通知

が掲載される(19) 遊戯会は校務拡充のクラス増設のための募金を行う自的で

開催され、両日とも新劇の上演を行った。この待事には「戯実験記:J と

!験車IJ社」の名が併記されており、二つの!主体の存在が窺える。また上演した新

劇作品 E母~ (i'幽髄女ゴ二~ (j'，愛国賊~. (j'良心s はどれも I~東大悲の作品であり、際

はこの公演の指導を行っていたα

この遊藤会の後、しばらく新劇関連の記事が無く、 11F~ 21日になると

「戯豪IJ実験社j の通知が掲載された(20)0 この記事からは、戯産IJ実験社がしばら

く活動をせず、また社員で住所不明の者の所在を尋ねる内容から、学生以外に

も社員がいたことを示唆している。

戯麗ú実験社の通知はさらに 23 日にも掲載されているω。 12 月に ~ß催される

関学二十五周年記念公演で練大悲のパントマイム作i詰『説不出』を上演するた

め、 i凍本人をメーキャップの主任として招轄したという。

棟はこの時期北京大学の戯慶IJ実験社での指導の{也、藷{自英と共に人芸l戯摩IJ専

門学校を1922年11月22日にIi母校している。入学試験を経て入学した学生は

寮生(内班)と通学生(外班)がおり、!凍大悲一人が専任教員であった。際大

悲との関係から、人芸戯部専門学校の学生の中に北京大学戯濠IJ実験社の社員も

いたはずである。 練はこれ以降人芸戯劇専門学校の業務に専念していくことに
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なる。

結論

本稿ではアマチュア演劇前後の際大悲の活動及びアマチュア演劇の由来、ア

マチュア演劇の実践の場として主に北京大学での演劇活動との関連性を指摘し

た。 11束のアマチュア演劇論は主に西洋の演劇警を参考にしたものであったが、

それを中間の演劇界の実J簡に照らし合わせることにより当時のj寅劇活動を行う

ちに受け入れられ流行した。民衆戯露!作土の『戯劇』や新開『農報』はア

マチュア演劇論をi笠に広める役割を果たし、新劇運動を推進した。その後民衆

戯劇者tを継承したザヒ海戯劇協社との関係性や、 i凍や藷{自英の創設したアマチュ

ア演劇を本格的に実践する場として誕生した人芸戯慶IJ専門学校についても、稿

を改めて論じたい。

(1聞記)本稿は科学研究費助成事業 l'中関における学生演劇の系譜J (学術研究助成基金

助成金(若手研究 (13))課題番号2;j720087、2011年度)による研究成果の一部である。

注

(1 )審承員とは中華民国Wlに各県{こf貴かれた投職。県知事の管轄下にあり、実事刑事

訴訟をお咋した。

(2) 藷m英(1 875~19:3，1)字を祉}輩、本名を務殿俊という G 毘)11省出身っ 1904年!こ宮

費嶺学空として日本に留学し間洋の政治学説に触れる。 1908年帰国。民思元年にほ

殺媒瑞政時の内務部次長となり、 1919年{こは北洋政府教背部長のi畿を辞し?震報J

の編集長となったョ

U3) r愛美的戯庫JjJ は断続的;こ ffh耕民3に通報 (1921年4)::.120Iヨ-9 J守4臼)され、翌

年々月に北京農報社から単行本として出版された。

(4) Jこ海劇院は 19;j5年に関学し、学生数二十余名であった。教部として在仲賢の他、

人25戯露Jj専門学校出身者の徐公美らがいた。(朱双雲 F新車JJ史~ p.166) 

(5) I笥は 1927年ごろから映甑事業に転身した。上海で明星公司のi識員となったが、後

に課員に!海格させられたという。外交部での勤務後1930年に上海に戻り天一公司で

のi識を得るが、文墳の調査という極秘使命を帯びていたともいわれる。(!i'文芸新

開~ 1931 年 37 号 rl~東大悲落葉街頭J 参目的。

(6) fíi臨声~ (1936年 5J如、『影輿戯~ (19~n 年 27期)等参照。

(7) fíj裁尿IJ~ 1921年5月31日上海で創刊。 1922年 1月より新!こiコ翠戯劇社編集となり、

(45) 



北京の農報社より刊行された。 1922年4月:30Iヨ第2巻第4、埼で{亭:PL

(8ω) 頼棋柳Il手和n城 「

(ω9) ~戯車劇IJß均』 創?刊可号には巻頭謡論i文に沈博.民の f民衆戯i続境の詩窓:義とj悶ヨi自的}約句I'JJを掲l載i故主し、 ロマ

ン・ロランの ~l芙衆車IJ論』を紹介している。

(1 0) ~愛英的 AMATEUR戯車IJ (BIHI::j踏襲IYJJ.披露1])s序「締¥i!.D.の大;意J (W戯j革tl~ 第]巻第

2Wjil付録p]).3-4)参照。

(11) 時号車IJ史s]).1:38。

(12)注 (10)参!開。

(13)詰::(10)参照。

(14) r第十五章 探台問題J、「第十六主主 セット問題J、

八章 類i現問題」、 f第十九主主 楽屋常識」も多く!司書:に依るp

(15) r一.f可を愛美劇と謂うかJ (~際大悲研究資料~ p.54収録)。

(16) w北京大学日干IJ~ (以下『臼刊』とIII各)9nl号。

(17) ~自刊ß 981号。

(18) 昭子IJ~ 987号。

(19) [日干IU994号。

(20)昭子IJs1113号。

(21) ~臼刊~ 1115号。

(46) 

衣装111)題Jr第十
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